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１　業務の概要

（１）目的

　和水町では、和水町障がい者計画、和水町障がい福祉計画、和水町障がい児福祉計画を策定・和水町地域福祉計画を策定し、福祉の推進を図っているが、令和６年３月で終了することから次期計画を策定する。
　　以上、上記の目的に沿って業務を受託できる事業者を選定するため、公募型プロポーザル（以下「プロポーザル」という。）を実施する。

（２）業務の名称

　　①第４期和水町障がい者計画・第７期和水町障がい福祉計画・第３期障害児福祉計画策定支援業務委託
　　②第４期和水町地域福祉計画策定業務委託
（３）業務の内容
　　業務の内容は、別紙第４期和水町障がい者計画・第７期和水町障がい福祉計画・第３期障害児福祉計画策定支援業務委託策定支援業務委託仕様書、第４期和水町地域福祉計画策定業務委託仕様書（以下「仕様書」という。）によるものとする。

（４）委託期間及運用開始

　　　委託期間：契約締結日から令和６年３月３１日まで
　　　※契約は（２）の①、②の業務別々に行うこととする。
２　プロポーザルの概要

（１）名称

　　第４期和水町障がい者計画・第７期和水町障がい福祉計画・第３期障害児福祉計画策定支援業務委託及び第４期和水町地域福祉計画策定業務委託公募型プロポーザル

（２）選定方法

　　応募者からのプレゼンテーション等をもとに、本業務に適した受託候補者を１者選定するものとする。

（３）スケジュール

　　本業務に係るスケジュールは以下のとおりとする。

	実施内容
	実施期間又は期日

	プロポーザル実施の公表
	令和５年４月７日（金）

	参加表明書等の提出期限
	令和５年４月１８日（火）

	企画提案書の提出要請
	令和５年４月２１日（金）

	質問書の受付期限
	令和５年４月２８日（金）

	企画提案書の提出期限
	令和５年５月１６日（火）

	プレゼンテーション
	令和５年５月２５日（木）

	審査結果の公表
	令和５年５月２９日（月）

	業務請負に係る協議・契約締結
	令和５年６月１日（木）


（４）事務局
　　和水町役場　福祉課　福祉係

　　〒865－0192　熊本県玉名郡和水町江田３８８６番地

　　ＴＥＬ0968－86－5724　　ＦＡＸ0968－86－4660

　　 E-mail:y-tanaka@town.nagomi.lg.jp

３　参加資格要件

　　このプロポーザルに参加するためには、次に掲げる全ての要件を満たす必要がある。

　（１）本提案に基づく仕様書の内容を適切かつ確実に遂行できる十分な事業規模及び安定的な経営基盤を有する法人であること。

　（２）国税及び地方税に滞納がないこと。

　（３）地方自治法施行令第167条の4の規定に該当しないこと。

　（４）本町の指名停止期間中又は入札参加資格停止中でないこと。
　（５）暴力団員による不当な行為等に関する法律（平成３年法律第７７号）に規定する暴力団及びその利益となる行動をするものでないこと。

４　公募期間及び参加申し込み方法

　（１）公募期間

　　　令和５年４月7日（金）から令和５年４月１８日（火）まで

　（２）提出方法

　　　このプロポーザルに参加を希望の場合は、次に定める書類を提出すること。

　　　①　参加表明書（様式１）

　　　②　会社概要（様式自由、ただしＡ４判とする。）

　　　　　※会社名、所在地、業務概要、会社設立年月日、連絡先の記載があるもの

③　登記簿謄本（写しでも可）

④　税金の滞納が無い証明書又は納税証明書（写し可）
　（３）提出期限
　　　令和５年４月１８日（火）午後５時　必着

　（４）提出方法

郵送（簡易書留）又は持参すること。

※ＦＡＸ及び電子メールによる提出は受け付けない。

　（５）提出先

　　　和水町役場　福祉課　福祉係　※２の（４）参照

　（６）参加資格要件の審査結果の通知

　　　提出された書類に基づいて審査を行い、参加資格要件を満たすものに対して企画提案書の提出を要請する。
５　参加表明書等の様式の入手方法

　参加表明書等の様式については、以下の方法により入手すること。

　なお、郵送による配付は行わない。

　（１）福祉課窓口による配付

　（２）和水町ホームページからダウンロード

６　質問書について

　（１）提出書類

　　　質問書（様式２）

　（２）受付期間
　　　令和５年４月２４日（月）から令和５年４月２８日（金）

　（３）提出方法

　　　ＦＡＸ又は電子メールによること。送信後は到達の確認を必ず行うこと。

　（４）提出先

　　　和水町役場　福祉課　福祉係　※２の（４）参照

　（５）質問への回答

　　　　各参加資格事業者へＦＡＸ又は電子メールにて、質問内容とともに回答する。ただし、質問内容が質問者固有の提案内容等に密接に関わるものについては、質問者に対してのみ回答する。

　　　

７　企画提案書について

　（１）企画提案書の内容

　　　企画提案書の内容、構成については、仕様書にある業務の目的及び内容の項目に沿うこと。

　（２）提出書類

　　　①　表題（様式３）

　　　②　企画提案書（様式自由）
　　　③　参考見積書（様式自由）

④　業務実績表（様式自由）
　　　⑤　実施体制表（様式自由）
　（３）提出部数

　　　６部

　（４）提出期限

　　　令和５年５月１６日（火）午後５時　必着

　（５）提出方法

　　　郵送（簡易書留）又は持参すること。

　　　※ＦＡＸ及び電子メールによる提出は受け付けない。

　（６）提出先

　　　和水町役場　福祉課　福祉係　※２の（４）参照

　（７）作成上の注意

　　　①　提案書は、Ａ４判縦、左綴り、片面、横書きとする。

　　　②　提案書は、左綴じで１冊にまとめること。

　　　③　書類等の作成に用いる言語、通貨、及び単位は、日本語、日本円、日本の標準時及び計量（平成４年法律第５１号）に定める単位に限る。

８　①一次審査（書類審査）
参加要件を満たすと認めたものに対し、一次審査（書類審査）を行う。参加希望者
が３者以上ある場合、別表１の書類審査の２項目の合計点数の上位３者を第２次審
査「プレゼンテーション審査」に進むものとする。採点基準については、別表１を
参照のこと。なお、書類審査については、「業務実績表」、「業務体制表」を基に採
点を行う。採点の結果、同点となった場合は、業務実績数の多い参加希望者を上位
とする。
別表１
	評価項目
	評価基準
	配点

	業務実績表
	障がい福祉に関する計画、又は関連計画の業務実績をどの程度有しているか
	１５

	業務体制表
	本業務を遂行するための人員配置は妥当か。また、主担当者に十分な経験と能力を有する者を配置しているか
	１５

	合　計
	３０


(1) 結果通知
一次審査の結果を令和５年５月１９日（金）までに参加希望者全員に表明書に記載
された連絡先に電話により連絡し、後日、書面により結果を通知する。
②二次審査（プレゼンテーション審査）
　（１）日時

　　　令和５年５月２５日（木）　時間等の詳細については後日連絡

　（２）場所

　　　和水町役場本庁舎　３階　大会議室

　（３）プレゼンテーションの方法

　　　①　プレゼンテーションへの参加人数は３人までとする。

　　　②　プレゼンテーションは、企画提案書の内容に沿って行うものとする。

　　　③　プレゼンテーションの時間は、各事業者３０分以内（準備時間除く）とし、その後、質疑応答を１０分程度とする。

　　　④　プレゼンテーションに当たり必要な機材等は、各事業者が用意すること。

　（４）参加の辞退

　　　参加表明書提出後、都合により辞退する際は、プロポーザル参加辞退届（様式４）

　　　を令和５年５月１５日（月）必着とし、郵送（簡易書留）又は持参により提出

すること。

９　審査及び結果の通知

　（１）審査

　　　審査は、本町職員等で構成する「第４期和水町障がい者計画・第７期和水町障がい福祉計画・第３期障害児福祉計画策定支援業務委託及び第4期和水町地域福祉計画策定業務委託事業者選定委員会」にて、最高点を獲得した事業者を本業務の受託予定者とする。なお、受託予定者に契約を締結することができない何らかの事由が生じた場合は、次順位及びそれ以降の順位者を繰り上げ、新たな受託予定者とする。

　（２）審査項目

　　　①　提案内容の的確性

　　　②　提案内容の創造性

　　　③　業務の実施体制

　　　④　提案者の業務実績

　　　⑤　積算額の妥当性

　（３）審査結果の公表・通知

　　　審査結果については、和水町ホームページにて公表し、併せてプロポーザルに参加した事業者全てに文書にて通知する。

　　　なお、審査内容詳細説明や審査結果の意義申し立ては一切認めない。

１０　契約締結

　　９におけて受託予定者に決定した事業者は、本町と企画提案書をもとに契約締結のための仕様書確認等の協議を行ったうえで契約書を作成し、契約の締結を行う。

　　また、契約締結にあたっては、和水町財務規則等に基づくものとする。

１１　失格条件

　　参加者及び受託予定者が、次の条項のいずれかに該当する場合は失格とする。

　（１）企画提案の内容に虚偽がある場合

　（２）３の参加資格要件を満たさなくなった場合

　（３）他の参加者に対して不正な行為をしたと認められる場合

（４）定められた以外の手法により、選考委員又は関係者にプロポーザルに対する援助を直接的又は間接的に求めた場合

　（５）その他、本要領の事項に違反したと認められる場合

１２　その他

　（１）企画提案等に要する経費は、すべて事業者の負担とする。
　（２）提出された書類の返却はしない。

　（３）１事業者が複数の提案をすることはできない。
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